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リハビリの"成果"についての考察

ふみたか

昭和42年開設。定

員170名。短期入
所併設12名十空床

特別養護老人ホーム白十字ホーム

<取り組んだ課題>

特別養護老人ホームにおけるりハビリ活動の"成果"
と今後の課題についての考察

所在地、東村山市。同一敷地内に病院・老健・在支・訪問看護・訪問介護.包括支

援センターの事業所がある。 2棟5フロアに分かれ、利用者の平均年齢86歳、平>
均要介護度38.。帯時分散ケアをはじめて3年。年間ボランティア5000名余。

はくじゅうじ

生活りハピリ課スタッフ

<具体的恋取り組み><活動の成果と評価>

. リハビリ課のスタッフは6名(非常勤含む)

午前中集団の運動療法とレク活動。午後は作業療
法・言語療法・音楽療法や個別運動療法を行う

午後は記録・カンファレンス・車椅子整備.レク
活動・各種委員会参加等の業務がある。

リハピリ成果の評価の難しさ

昨今、施設でのりハピリにおいても、具体的恋目標
へのアプローチとその成果が求められている。
身体機能の向上の取の組み

・車イスの移動が自力で行えるようになった方が

活動範囲を広げた

立ち上がりや立位保持訓練の取の組みがトイレ
動作の安定につながった。

・手すりにつかまっての立ち上がり動作を転倒予

防の観点から、よりパランスのよい立ち方の訓
練を行っていたら、動作の質が向上した

日常生活活動やQOLの向上

リハビリによる運動機能向上ばかりでなく、体調

や脚理面悲ど利用者の有する力を発揮できる環境
が整ったともいえる

はっきり目に見える形での成果が現れにくぃ重度
化・高齢化の進んだホームの利用者の現状。
目に見える変化・目に見えない変化を"成果"と

すると評価が大変むずかしい。
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0 運動やグループへの参加を習慣とすることの意味
「習慣」が、日常生活で継続レていく上での力と恋

り、その方の生活を形作っていく。

「おはよう体操」の取り組み(自主参加者+ケア

プランで必要姦方)

①車椅子からイスへの以上

②深呼吸

③日付けの確認

④発声

⑤ストレッチ

⑥筋力運動

⑦起立・パランス運動

⑧手指の運動

⑨回想法

0利用者・ご家族の同意を得だケアプランを他職種協働
で取り組む重要性
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<今後の課題>

朝に起床してから(身支度・食事・排池・入浴.他者と

の交流・活動への参加や休息・・・)夜に就寝するまで

の、一見代わの映えのないように見える日常生活が、ど

れだけその人らしく生活して行くことを支える力となっ
ていることであろう。

ホーム内、とのわけ居室やホールで営まれている生活の

在の方においても、りハビリニーズの発見に努め、かか

わりを持てるように研讃を重ねて行きたい。
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